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１．活動テーマ

≪テーマ≫
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≪活動の内容≫（活動のために準備した素材や道具、環境の設定） ≪振り返りにより得た保育者の気づき≫

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

切り株を机に見立てて使用
落ち葉
木の実
木の枝

みんなの森に落ちている木の枝や落ち葉で何か遊べないか、考え出したAちゃん。
「その落ち葉何に見える？」と保育者が尋ねると、「ハリネズミみたいだよ」と動物の
形に見えることに気づきました。
「ハリネズミを作ってみよう」

「こんどは泣いているお顔を作ったよ。」

「この落ち葉でライオンが出来そう！」
と発見

次々と想像が広がり、色々な作品が出来上がりました。

切り株をテーブルとして使ったり、落ち葉をライオンのたてがみに見立てたりと自然物
から得る発想の豊かさを感じた。保育者のちょっとした遊びのヒントが発展したので、
今後も遊びが広がる声掛けをしていく。

クラス名（年齢）

年間テーマ

自然物を使って楽しく遊ぶ

みんなの森にある自然物を使って、見立て遊びをすることで想像力を高める

みんなの森で自由に遊ぶ

光明第七こども園
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和組（４歳児）

自然
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